
ギテス  

不文律を教えてやるよ、このバカ野郎、金持ち 

じゃないと誰かを殺しても逃げられないんだよ、 

そんな金があると思ってるのか、そんな階級がある 

と思ってるのか？ 

 

カーリーは少し縮こまる。 

 

カーリー  

... 駄目だ...  

 

ギテス  

賭けてもいい 金も払えないくせに  

 

これにはカーリーはさらに動揺しているようだ。 

 

カーリー  

次の旅行は俺が払う。サンベネディクト周辺では 

60トンのカツオしか釣れなかった。 

  

ギテス  

(辞めさせて)  

忘れてくれ 要点を説明するために言っただけだ...  

 

室内、 事務所の受付  

 

彼は今、指摘して彼女の視線をそらすソフィーを過ぎて彼を歩いている。彼はドアを開けた石

畳のガラスに書かれた文字を読むことができる J. J. GITTES and Associates - DISCREET 

INVESTIGATION. 

ギテス 
最後の 10セント硬貨まで全てをとるつもり  
ないよ。 

カーリーの背中に腕を回してまぶしい笑顔を見せながら 

ギテス 
（続いて） 

俺はどんな人間だと思うか。 

カーリー 
ありがとう、ギテスさん。 

ギテス 
ジェイクでいいよ。気をつけて帰ってね、カ

ーリー。 
  



カーリーが出るとギテスはドアを閉める。笑みが消える。首を振りながら口の中で

悪態を吐き始める。 

ソフィー 
—モーレイという客様がウォルシュとダフィ

と一緒に待っています。 

ギテスは頷いて、部屋を入る。  

室内、ダフィとウォルシュの事所 

ギテスが入るとウォルシュがたつ。 

ウォルシュ 
モーレイ様、ギテス様をご紹介しま

す。 
  

ギテスはモーレイに近づいて、また温かい思いやりのある笑顔を浮かべる。 
  

ギテス 
ギテスと申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

モーレイ 
ギテス様、宜しくお願いいたします。 

ギテス 
さて、モーレイ様、どうかされましたか。 

息を飲む。話しがたいことだ。 

モーレイ 
夫は浮気をしていると信じております。 


